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こ
れ
ま
で
漢
代
か
ら
晋
末
に
至
る
ま
で
の
道
家
思
想
に
つ
い
て
拙
い
な
が
ら
も
い
く
つ
か
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
主
に
本
学
の
「
紀
要
」
「
生
活
文
化
研
究
所
報
告
」
「
米
澤
国
語
国
文
」
な
ど
に
平
成
九
年
か
ら
十
年
間
ほ
ぼ
毎
年
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
構
想
、
内
容
と
も
に
中
国
河
北
大
学
の
中
国
文
学
系
教
授
・
党
書
記
の
蘆
福
瑞
先
生
の
御
指
導
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
拙
文
に
つ
い
て
は
先
生
よ
り
厳
し
い
指
摘
を
頂
い
た
が
、
指
摘
の
部
分
を
充
分
に
訂
正
、
考
察
す
る
こ
と
な
く
活
字
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い
る
。
ひ
と
え
に
己
の
不
勉
強
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
改
め
て
す
べ
て
に
手
を
入
れ
る
に
は
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
今
後
の
た
め
に
も
う
一
度
漢
か
ら
晋
末
に
至
る
道
家
思
想
と
文
学
の
関
係
を
整
理
し
、
こ
の
期
間
の
大
き
な
流
れ
を
再
確
認
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
の
み
取
り
上
げ
た
道
家
思
想
と
快
楽
主
義
の
関
係
に
考
察
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
漢
魏
六
朝
期
に
お
け
る
文
学
と
道
家
思
想
の
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
取
り
、
そ
の
盛
衰
も
時
代
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
あ
る
時
期
は
道
家
思
想
は
絶
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
い
つ
の
時
代
も
そ
の
命
脈
は
保
ち
続
け
て
い
た
。
す
は
じ
め
に
快
楽
主
義
と
道
家
思
想
ｌ
漢
初
か
ら
晋
末
に
か
け
て
Ｉ
清
宮
剛
なわち、儒教全盛といわれる漢代においても、武帝期以前は黄老思想
として勢力を有し、武帝以後の儒教―尊の社会においても主に”賢人
失
志
の
賦
“
と
い
わ
れ
る
文
学
の
中
に
道
家
の
哲
学
は
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
し
かしこの時期においての道家思想は積極的な発展は見られない。それ
は学問、政治のすべてにおいて儒教の力が大きすぎたからである。強
力な思想統制を行なった秦帝国が崩壊し、思想界は一時自由な雰囲気
となったが、次に武帝によって国教と定められ、揺ぎない権威を確立
したのが儒教であった。その他の思想は並存することさえ許されず、
わずかに命脈を保つのに精一杯であった。道家思想も例外ではない。
この時期は魏晋の隆盛に至るまでの萌芽期を考えてよい。やがて儒教
が訓話のみに流れ、漢末の動乱が起るとそれまでの儒教の権威も失な
われて行き、新たな価値観が求められるようになる。曹操の”通脱“
の政治を背景として社会は再び自由な思想が展開されるようになり、
曹
否
、
曹
植
の
時
代
ま
で
に
文
学
が
極
め
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
道
家
思
想
の
解
放
期
で
あ
る
。
社
会
風
潮
や
文
学
の
中
に
人
生
の
短
か
さ
を
嘆
くものが表われ、道家思想との接点を思わせるが、この時期も文学作
品に対する道家思想の影響はなお希薄である。道家思想が隆盛となる
のは正始期である。王弼や何晏によって老荘の哲理はさらに深化し、
多くの研究が行なわれた
。
この思
想界の変化
は当然
文学にも及び、院
籍、愁康を中心とする竹林七寳等により多くの文学作品が作られ、老
荘
は
礼
教
に
対
立
し
、
礼
教
を
否
定
す
る
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。所謂文学として老荘思想が確立された時代である。太康（西晋）
期には玄学は引き続き行われたけれども、道家思想はやや進展の速度
を
遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
儒
学
が
復
興
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
道
家
思
想
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｜
〕
快
楽
主
義
の
主
張
快
楽
主
義
は
中
国
に
特
有
な
思
想
で
は
な
く
、
人
間
の
存
在
す
る
所
、
ど
こ
に
で
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
の
自
然
の
欲
望
と
し
て
色
欲
を
は
じ
め
と
す
る
本
能
的
欲
望
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『
筍
子
』
の
言
葉
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、
欲
望
を
そ
の
ま
ま
に
認
め
、
行
動
す
れ
ば
、
社
会
は
秩
序
を
失
な
い
混
乱
し
て
し
ま
う
。
こ
の
欲
望
を
抑
え
て
人
間
を
教
化
し
、
道
徳
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
の
が
儒
教
思
想
の
基
本
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
快
楽
主
義
と
儒
家
思
想
は
本
来
相
容
れ
る
も
の
は人々の真の人生観とはならずに、老荘思想を飾りとして実際の生活
と
は
違
う
も
の
も
出
た
し
、
老
荘
思
想
の
特
殊
な
理
解
に
よ
っ
て
快
楽
主
義
を
助
長
す
る
も
の
と
も
な
っ
た
。
道
家
思
想
が
本
来
の
超
脱
の
内
容
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
東
晋
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
〃
蘭
亭
詩
“
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
玄
言
詩
が
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。
や
が
て
玄
言
詩
の
一
部
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
大
自
然
へ
の
あ
こ
が
れ
は
、
陶
潮
明
の
田
園
詩
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
と
し
て
道
家
思
想
は
新
た
な
局
面
へ
と
突
入
す
る
の
で
あ
る
。
漢
か
ら
晋
末
に
至
る
道
家
思
想
と
文
学
の
関
係
を
極
め
て
大
雑
把
に
言
え
ば
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
道
家
思
想
の
展
開
の
背
景
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
最
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
儒
教
と
の
関
係
、
第
二
は
文
学
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
も
つ
玄
言の深化、第一一一は人間の本能としての快楽主義の影響である。快楽主
義
に
つ
い
て
は
西
晋
時
代
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
部
分
的
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
漢
か
ら
晋
末
に
至
る
快
楽
主
義
の
系
譜
に
つ
い
て
は
な
お
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ではない。道家思想は社会的秩序云々からは離れた個人の精神的自由
を求めるものであり、快楽主義とは別個のものである。しかし道家思
想はある特殊な部分で快楽主義と結びつく可能性がある。それは精神
的自由を肉体的本能的欲望までに拡大して解釈することに起因する。
快楽主義の主張が本来道家の書に分類される『列子』や『荘子』の一
部に顕著に見られることはこのことを裏づけるものである。彼らの主
張を『列子・楊朱』、『荘子・盗妬』の中に見てみよう。
凡生之難遇、而死之易及、以難遇之生、俟易及之死、可熟念哉。而
欲尊礼儀以考人、矯情性以招名。吾以此為、非若死美。為欲壼一生
之歓、窮當年之楽、唯患腹溢而不得窓口之飲、力億而不得騨情於色。
不暹憂名声之醜、性命之危也。（『列子・楊朱』）
この部分は儒家的な道徳によって名声の高い鄭の子産が、酒と女性
に溺れる二人の弟の公孫穆と公孫朝を戒めた際に二人の弟の答えたも
の
で
あ
る
。
「
楊
朱
」
篇
全
体
は
、
名
声
の
無
意
味
さ
と
そ
れ
に
対
し
重
要
な
も
のは身の保全と生きている問の幸福を追求する内容を述べているもの
であり、その中でも生きている間の本能的欲望の強調が特色となって
い
る
。
ま
た
そ
の
歓
楽
を
求
め
る
の
は
人
生
が
短
か
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っている。「俟易及之死、可執念哉」という一一一一口葉がそれを示している。
同じような主張は「楊朱」篇の随所に見られる。
量
十
数
年
之
中
、
道
然
而
自
得
、
亡
介
焉
之
慮
者
、
亦
亡
一
時
之
中
爾
。
則
人
之生也、実為哉、奥楽哉、為美厚爾、為声色爾：…・暹暹爾競一時之
虚誉、規死後之餘栄、偶偶爾愼耳目之観聴、惜身意之是非、徒失
當年之至楽、不能自騨於一時、重因繁桔、何以異哉。
こ
れ
も
ま
た
人
生
が
百
年
あ
っ
た
と
し
て
も
真
に
心
か
ら
喜
べ
る
時
間
は
少
な
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い
の
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
耳
目
の
宮
を
楽
し
ま
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
快
楽
主
義
の
現
れ
で
あ
る
。
「
楊
朱
」
篇
を
含
め
て
『
列
子
』
の
成
立
年
代
は
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
勿
論
列
禦
冠
の
自
著
で
は
な
い
が
、
時
代
的
に
も
戦
国
期
以
来
の
列
禦
冠
に
関
す
る
説
話
を
含
み
、
古
い
伝
承
の
も
の
か
ら
新
し
い
部
分
ま
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
を
経
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
成
立
は
『
荘
子
』
よ
り
も
遅
く
、
漢
初
ま
で
か
か
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
『
荘
子
・
盗
路
』
も
漢
初
の
成
立
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
か
ら
、
戦
国
期
か
ら
漢
初
に
か
け
て
こ
の
よ
うな現実快楽主義が流行したと思われる。「盗妬」には次のようにいう。
今
吾
告
子
以
人
之
情
。
目
欲
視
色
、
耳
欲
聴
声
、
口
欲
察
味
、
志
気
欲
盈
。
人
上
寿
百
歳
、
中
寿
八
十
、
下
寿
六
十
。
除
病
痩
死
喪
憂
患
、
其
中
開
口
而
笑
者
、
｜
月
之
中
、
不
過
四
五
日
而
己
笑
。
天
與
地
無
窮
、
人
死
者
有
時
。
操
有
時
之
具
而
託
於
無
窮
之
間
、
忽
然
無
異
騏
験
之
馳
過
隙
也
。
不
能
悦
其
志
意
、
養
其
寿
者
、
皆
非
通
道
也
。
丘
之
所
言
、
皆
吾
之
所
棄
也
。
亟
去
走
帰
、
無
復
言
之
。
子
之
道
狂
狂
仮
仮
、
詐
巧
虚
偽
事
也
。
非
可
以
全
真
也
。
天
下
の
大
盗
賊
で
あ
る
盗
鮖
に
対
し
、
儒
教
の
礼
義
の
道
を
説
こ
う
と
し
た
孔
子
へ
の
答
え
の
部
分
で
あ
る
。
「
盗
鮖
」
に
は
こ
の
孔
子
と
の
問
答
を
含
め
て
三
つ
の
問
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
儒
教
の
礼
楽
主
義
を
否
定
し
、
人
間
の
自
然
の
惰
性
を
尊
重
し
自
己
の
本
性
に
従
う
”
全
性
保
身
“
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
全
性
保
身
は
確
か
に
道
家
思
想
の
主
張
す
る
所
で
あ
る
が
特
に
第
一
の
問
答
の
よ
う
に
、
老
荘
の
”
養
生
“
を
官
能
的
な
快
楽
の
充
足
と
解
し
、
声
色
の
欲
望
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
所
に
『
荘
子
』
本
来
の
思
想
と
は
違
っ
た
主
張
が
あ
る
。
「
楊
朱
」
篇
と
の
成
立
の
前
後
は
断
言
で
き
な
い
が
、
か
な
り
近
い
時
期
に
同
様
の
思
想
傾
向
を
持
つ
者
に
よ
っ
て
二
つ
の
篇
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
「
盗
妬
」
や
「
楊
朱
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
思
想
が
、
「
五
色
」
「
五
声
」
を
却
け
〔二〕快楽主義の継承
漢
代
前
期
ま
で
こ
の
よ
う
な
思
想
は
自
由
に
展
開
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
武
帝
の
儒
教
の
国
教
化
以
後
は
、
極
端
な
禁
欲
主
義
が
主
張
さ
れ
、
思
想
界
の
表
面
か
ら
は
快
楽
主
義
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
快
楽
主
義
、
富
貴
至
上
主
義
は
形
を
変
え
て
命
脈
を
保
ち
続
け
る
。
そ
れ
は
揚
雄
に
よ
っ
て
「
辞
人
の
賦
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
中
に
あ
る
。
楊
雄
は
賦
に
風
刺
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
賦
を
二
つ
に
分
け
、
風
諌
の
意
の
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
「
詩
人
の
賦
」
と
い
い
、
美
辞
麗
句
の
帝
王
や
帝
都
を
賛
美
し
た
賦
を
「
辞
人
の
賦
」
と
名
ず
け
た
の
で
あ
る
。
「
辞
人
の
賦
」
の
中
心
は
聴
覚
的
、
視
覚
的
快
楽
を
述
べ
る
所
に
あ
る
。
楊
雄
の
賦
に
対
す
る
考
え
方
は
次
の
二
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。
雄
以
為
賦
者
、
将
以
風
也
、
必
推
類
而
言
、
極
麗
摩
之
辞
、
閼
侈
距
行
、
競
於
人
不
能
加
也
、
既
乃
帰
之
於
正
、
然
覧
者
已
過
笑
。
往
時
武
帝
好
神
仙
、
相
如
上
大
人
賦
、
欲
以
風
、
帝
反
緤
緤
有
陵
雲
之
志
。
謡
是
言
之
、
賦
勧
而
不
正
、
明
笑
。
又
頗
以
俳
優
淳
干
髭
、
優
孟
之
従
、
非
法
度
所
存
、
君
子
詩
賦
之
正
也
、
於是綴不復為。（『漢書』本伝）
或
問
、
吾
子
少
而
好
賦
、
曰
、
然
。
童
子
彫
墨
蒙
刻
、
俄
而
曰
、
壮
子
不
為
也
。
或
曰
、
賦
可
以
調
平
。
曰
、
調
平
、
認
則
已
。
不
已
、
吾
恐
不
免
於
勧
也
。
：
…
・
或
問
、
景
差
唐
勒
宋
玉
枚
乗
之
賦
也
、
益
平
。
曰
、
必
乎
淫
。
淫
則
奈
何
。
曰
、
詩
人
之
賦
、
麗
以
則
、
辞
人
之
賦
麗
以
淫
。
る
『
老
子
』
の
思
想
と
大
き
く
違
う
点
、
ま
た
虚
心
忘
我
を
説
く
『
荘
子
』
内
篇
の
思
想
と
も
大
き
く
矛
盾
し
、
本
来
の
老
荘
思
想
で
は
な
い
。
し
か
し
、
老
荘
の
〃
養
生
“
を
官
能
的
欲
望
の
充
足
と
捉
え
る
こ
の
考
え
方
は
、
道
家
思
想
の
一
面
と
し
て
重
要
な
流
れ
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
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（『法言・吾子』）
こ
の
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
広
大
な
言
辞
を
弄
す
る
相
如
の
賦
な
ど
は
武
帝
に
非
を
悟
ら
し
め
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
「
陵
雲
の
志
」
を
抱
か
せ
た
も
の
と
し
て
否
定
し
、
「
辞
人
の
賦
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
楊
雄
は
こ
の
よ
う
に
「
辞
人
の
賦
」
を
否
定
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
も
早
い
時
期
に
は
司
馬
相
如
に
憧
れ
、
『甘泉』、『河東』、『羽猟』、『長楊』等の帝王賛歌の賦を多く作ってお
り
、
こ
の
系
統
の
賦
は
、
さ
ら
に
班
固
の
『
両
都
賦
」
、
張
衡
の
『
両
京
賦
』
へ
と
受
け
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
賦
に
お
い
て
は
西
京
長
安
の
豪
華
さ
と
東
京
洛
陽
の
倹
約
が
詠
ま
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
た
と
え
倹
約
を
述
べ
て
も
そ
れ
を
贄
え
て
美
点
を
強
調
す
れ
ば
お
の
ず
と
美
辞
麗
句
と
な
り
、
そ
の
中
に
快
楽
的
傾
向
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
漢
代
に
享
楽
主
義
が
色
濃
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
『
古
詩
十
九
首
』
の
中
に
も
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
服
食
求
神
仙
、
多
為
薬
所
誤
、
不
如
飲
美
酒
、
被
服
執
与
素
、
（
第
十
三
首
）
生
年
不
満
百
、
常
懐
千
歳
憂
、
昼
短
苦
夜
長
、
何
不
乗
燭
漉
、
（
第
十
五
首
）
以
上
の
点
か
ら
し
て
、
漢
代
を
通
し
て
現
実
快
楽
主
義
は
「
辞
人
の
賦
」
や
詩
の
中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
根
本
は
人
間
の
惰
性
の
充
足
を
自
然
の
道
と
考
え
る
道
家
思
想
の
特
殊
な
理
解
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
快
楽
的
な
主
張
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
思
想
を
裏
づ
け
す
る
政
治
、
経
済
的
な
基
盤
を
必
要
と
す
る
。
辞
人
の
賦
が
帝
王
賛
歌
を
主
な
内
容
と
す
る
の
は
、
帝
王
権
力
の
絶
対
性
を
前
提
に
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
政
治
動
乱
期
に
は
快
楽
主
義
の
主
張
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
後
漢
末
か
ら
曹
操
の
時
期
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
魏
晋
の
交
替
期
も
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
曹
操
に
よ
っ
て
天
下
が
安
定
す
る
と
こ
の
快
楽
主
義
の
主
張
は
そ
の
子
、
曹
丞
、
曹
植
に
早
く
も
現
わ
れ
て
く
る
。
曹
丞
に
は
『
大
橋
上
嵩
行
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
長
句
、
短
句
が
入
り
混
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
漢
賦
と
似
た
も
の
で
ある。この詩は隠士に出仕を勧めようとするものであり、隠居をせず
に
「
応
及
時
行
楽
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
、
出
仕
生
活
の
快
楽
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
隠
士
を
誘
い
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
生
居
天
地
間
、
忽
如
飛
鳥
棲
枯
枝
、
我
今
隠
約
欲
何
為
、
適
君
身
体
所
服
、
何
不
恐
君
口
腹
誉
、
冬
被
詔
騨
温
暖
、
夏
當
服
綺
羅
軽
涼
、
行
力
自
苦
、
我
将
欲
何
為
、
こ
の
他
に
も
全
篇
が
宮
室
、
女
楽
の
娯
し
み
を
述
べ
て
隠
者
を
山
か
ら
誘
い
出
そ
う
と
い
う
構
成
の
も
の
で
あ
る
。
道
家
本
来
の
淡
泊
寧
静
、
清
心
寡
欲
と
は
か
け
離
れ
た
楊
朱
の
思
想
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
曹
丞
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
が
、
曹
植
の
若
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
『
名
都
篇
』
に
も
そ
の
傾
向
が
見
え
る
。
帰
来
宴
平
楽
、
美
酒
斗
十
千
、
檜鯉鵬胎鰕、寒鼈炎能躍、
鳴
檮
輔
匹
侶
、
列
坐
寛
長
筵
、
連
翻
撃
鞠
嬢
、
巧
捷
惟
万
瑞
、
白
日
西
南
馳
、
光
景
不
可
筆
、
雲
散
還
城
邑
、
清
晨
復
来
還
、
長
安
の
貴
族
の
子
弟
達
の
遊
び
を
い
き
い
き
と
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
快
楽
主
義
の
主
張
が
特
に
強
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
『
楽
府
詩
集
』
に
お
い
て
郭
茂
情
が
「
刺
時
人
騎
射
之
妙
、
遊
聰
之
楽
、
而
無
憂
国
之
心
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
所
か
ら
考
え
れ
ば
物
質
的
な
娯
し
み
に
主
眼
を
置
い
た
作
品
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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三
〕
山
水
自
然
と
”
真
“
・
”
理
“
東
晋
に
至
る
と
西
晋
の
浮
華
放
縦
の
風
は
改
ま
り
、
物
欲
の
追
求
か
ら
精
神
の
安
定
、
心
の
寧
静
と
い
う
道
家
本
来
の
も
の
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
夷
狄
に
追
わ
れ
て
都
を
江
南
に
移
す
と
い
う
屈
辱
と
、
西
晋
を
減
し
た
原
因
が
玄
学
に
溺
れ
て
政
治
を
省
み
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
の
た
め
で
あ
る
。
東
晋
期
の
士
族
の
生
曹
植
の
後
、
正
始
年
間
に
入
る
と
現
実
快
楽
主
義
は
、
影
を
潜
め
、
代
っ
て
本
来
の
道
家
思
想
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
魏
晋
の
交
代
と
い
う
政
治
的
暗
黒
の
時
代
が
快
楽
の
風
潮
と
一
致
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
院
籍
、
替
康
を
中
心
と
し
て
真
の
意
味
で
の
偽
朧
の
社
会
に
対
立
す
る
道
家
の
超
越
の
思
想
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
道
家
思
想
は
反
儒
家
と
し
て
の
位
置
を
次
第
に
明
確
に
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
玄
学
の
現
実
命
題
も
何
晏
、
王
弼
等
に
よ
って理論化され、「聖人有情無情」、「養生」、「有無」などの観点から、
情
欲
と
自
然
と
の
関
連
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
道
家
思
想
の
理
論
化
と
い
う
点
で
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
現
実
快
楽
的
な
風
潮
が
再
び
大
き
く
出
て
く
る
の
が
西
晋
期
で
あ
る
。
西
晋
期
も
玄
学
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
老
荘
を
真
に
理
解
す
る
人
は
少
な
く
、
論
そ
の
も
の
を
楽
し
み
、
談
ず
る
際
の
声
や
表
情
を
重
視
し
、
老
荘
を
飾
り
と
す
る
人
々
が
多
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
人
間
性
の
欲
望
を
自
然
と
考
え
る
思
想
が
再
び
盛
ん
と
な
る
。
何
秀
の
『
難
養
生
論
」
で
は
生
命
は
欲
望
に
順
う
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
強
く
見
え
る
し
、
精
神
的
な
解
放
と
肉
体
的
解
放
を
同
様
に
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
物
欲
も
肯
定
さ
れ
、
貴
族
が
著
侈
を
競
っ
た
こ
と
は
『
世
説
新
語
』
に
も
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
こ
れ
ま
で
発
表
し
た
論
文
の
中
で触れている。
活
は
西
晋
と
大
き
く
異
な
り
、
会
稽
に
は
壬
謝
を
代
表
と
し
て
大
荘
園
を
有
す
る
士
族
が
集
ま
り
、
深
い
交
際
を
し
て
い
た
。
そ
の
交
際
の
中
か
ら
山
水
遊
覧
や
詩
画
琴
書
の
芸
術
が
発
達
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
自
我
の
満
足
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
中
か
ら
玄
言
詩
が
生
ま
れ
、
〃
藺
亭
詩
“
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
山
水
を
借
り
て
玄
理
を
表
わ
す
と
い
う
純
粋
な
道
家
思
想
へ
の
回
帰
と
な
る
の
で
あ
る
。
正
始
期
に
理
論
化
さ
れ
た
道
家
思
想
が
、
西
晋
の
快
楽
主
義
へ
の
反
省
と
相
俟
っ
て
実
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
晋
末
宋
初
に
か
け
て
の
田
園
詩
、
山
水
詩
は
道
家
思
想
の
新
た
な
展
開
の
時
期
で
あ
り
、
快
楽
主
義
は
謝
霊
運
の
私
生
活
の
一
部
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
文
学
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
淵
明
と
霊
運
は
対
象
と
す
る
も
の
は
田
園
と
山
水
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
と
も
に
大
自
然
の
中
に
〃
理
“
を
見
い
出
し
た
点
で
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
い
さ
さ
か
な
快
楽
主
義
の
考
察
か
ら
は
離れるけれども、”真“と〃理“について補っておこう。淵明の〃理“
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
飲
酒
二
十
首
』
の
『
其
五
』
に
言
わ
れ
る
「
此
中
有
眞
意
、
欲
辮
已
忘
言
」
の
「
真
」
と
い
う
形
而
上
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
〃
理
“
を
霊
運
は
山
水
の
中
に
見
い
出
し
て
い
る
。
『石壁精舎還湖中作』を例として見てみよう。
昏
旦
変
気
候
山
水
含
清
暉
清
暉
能
娯
人
遊
子
憎
忘
帰
出
谷
日
尚
蚤
入
舟
陽
已
微
林
墾
數
瞑
色
雲
霞
収
夕
霧
菱
荷
迭
映
蔚
浦
稗
相
因
依
披
沸
趨
南
径
愉
悦
堰
東
扉
慮
婚
物
自
軽
意
榧
理
無
違
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寄
言
摂
生
客
試
用
此
理
推
こ
の
詩
は
巫
湖
の
暮
色
を
楽
し
み
、
心
は
謄
と
し
て
安
ら
か
に
満
ち
足
り
、
帰
心
を
忘
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
二
句
の
対
句
、
さ
ら
に
七
、
八
句
に
は
瞑
色
、
夕
罪
に
収
欽
さ
れ
る
林
墾
の
美
を
と
ら
え
て
み
ご
と
な
自
然
美
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
最
後
は
単
な
る
自
然
美
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
自
然
美
に
浸
り
き
る
こ
と
が
摂
生
養
生
の
理
法
に
か
な
う
も
の
だ
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
「
意
恢
理
無
違
」
と
い
う
〃
理
“
は
前
の
淵
明
の
”
真
“
と
極
め
て
似
た
形
而
上
的
用
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
詩
は
山
水
自
然
の
美
を
精
微
に
描
写
す
る
と
同
時
に
そ
の
景
を
叙
す
る
〃
叙
景
詩
“
に
も
止
ま
ら
ず
、
自
然
そ
の
も
の
の
中
に
〃
理
“
を
見
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〃
理
“
に
つ
い
て
謝
霊
運
は
『
石
門
新
営
所
住
』
で
は
「
感
往
盧
有
復
、
理
来
情
無
存
」
と
い
っ
て
い
る
。
妙
理
が
や
っ
て
来
る
と
物
我
の
区
別
は
な
く
な
り
、
俗
情
は
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
『
於
南
山
往
北
山
、
経
楜
中
臘
眺
』
で
は
「
孤
遊
非
情
歎
、
賞
廃
理
誰
通
」
と
も
い
う
。
孤
独
の
遊
び
は
嘆
く
こ
と
は
な
い
が
、
自
然
を
賞
す
る
こ
と
を
止
め
た
な
ら
ば
、
自
然
の
妙
理
に
通
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
霊
運
の
い
う
“
理
“
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
理
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
然
を
賞
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
然
を
賞
で
楽
し
み
自
然
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
得
で
き
る
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
を
賞
す
る
と
い
う
「
賞
心
」
も
霊
運
の
詩
に
は
頻
出
す
る
。
①
我
志
誰
興
亮
賞
心
惟
良
知
（
『
瀞
南
亭
』
）
②
含
情
尚
労
愛
如
何
離
賞
心
（
『
晩
出
西
射
堂
』
）
③
将
窮
山
海
迦
永
絶
賞
心
悟
（
『
永
初
三
年
七
月
十
六
日
之
郡
初
発
都
』
）
①
は
自
然
を
賞
す
る
心
を
持
つ
人
こ
そ
わ
が
良
き
知
友
で
あ
る
と
い
い
、
②
は
賞
心
の
友
と
離
れ
難
き
こ
と
を
述
べ
、
③
は
そ
の
賞
心
の
友
と
語
る
こ
と
も
捨
て
て
山
海
の
美
を
窮
め
よ
う
と
し
た
決
意
を
述
べ
て
い
る
。
霊
運
及
び
そ
の
後
継
者
で
あ
る
謝
眺
の
「
賞
心
」
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
『謝康楽詩集』、『謝宣城詩集』（ともに白帝社）に詳細な検討と比較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
の
書
を
参
考
と
し
な
が
ら
「
謝
眺
の
賞
心
」
に
つ
い
て、いささか検討を加えておこう。（なお謝眺についてはその生涯、
作品の特色等について、ここではまだ触れていない。早急に検討しな
ければならない問題である。）
まず少し長い作品であるが『遊山』という詩を例として挙げてみよう。
託
養
因
支
離
乗
間
遂
疲
塞
語
黙
良
未
尋
得
喪
云
誰
辨
幸
泣
山
水
都
復
値
清
秋
緬
凌
崖
必
千
例
尋
翰
将
万
転
堅
鰐
既
峻
婚
廻
流
復
宛
檀
杳
杳
雲
寳
深
淵
淵
石
榴
浅
傍
眺
鯵
簗
勢
還
望
森
栴
梗
荒
膜
被
蔵
莎
崩
壁
帯
苔
鮮
麗
狄
叫
層
堪
鴫
鳧
戯
沙
術
触
賞
卿
自
観
即
趣
成
已
展
経
目
惜
所
遇
前
路
欣
方
践
無
言
意
草
歌
留
垣
芳
可
蘂
尚
子
時
未
帰
祁
生
思
自
免
求
志
昔
所
欽
勝
述
今
能
選
寄
言
賞
心
客
得
性
良
為
善
こ
れ
は
謝
眺
が
宣
城
大
守
の
時
に
敬
亭
山
に
登
っ
て
の
作
で
あ
る
。
詩
の
主
題
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は
自
然
の
中
に
養
生
の
道
を
求
め
、
賞
心
の
人
に
対
し
、
本
性
の
安
ら
ぎ
こ
そ
、
本
当
に
よ
い
こ
と
だ
と
言
づ
け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
第
十
八
句
に
は
「
触
賞
」
と
い
い
、
以
下
の
十
二
句
に
山
に
遊
ん
で
触
発
さ
れ
た
感
想
を
述
べ
、
結
論
と
し
て
「
寄
言
賞
心
客
、
得
性
良
為
善
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
賞
心
」
を
強
く
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
ま
た
こ
の
句
を
含
め
全
体
と
し
て
謝
霊
運
の
影
響
が
強
い
こ
と
も
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
「
賞
心
」
に
つ
い
て
は
霊
運
の
『
満
南
亭
』
に
「
我
志
誰
与
亮
、
賞
心
惟
良
知
」
の
句
が
あ
り
、
「
得
性
」
に
つ
い
て
は
霊
運
の
『
道
路
懐
山
中
』
に
「
得
性
非
外
求
、
自
已
為
誰
蟇
」
の
用
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
尚
子
時
末
帰
、
郡
生
思
自
免
」
に
つ
い
て
も
霊
運
の
『
初
去
都
』
に
「
畢
嬰
類
尚
子
、
薄
遊
似
祁
生
」
と
あ
る
。
「
尚
子
」
は
『
後
漢
書
、
逸
民
』
に
伝
の
あ
る
何
長
の
こ
と
で
、
娘
を
嫁
が
せ
た
後
に
山
に
遊
び
行
方
が
解
ら
な
く
な
っ
た
人
。
「
祁
生
」
は
『
漢
書
、
両
翼
伝
』
に
載
せ
る
祁
曼
谷
の
こ
と
で
、
官
に
あ
っ
て
も
帰
る
を
願
い
、
つ
い
に
志
を
遂
げ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
霊
運
の
詩
を
意
識
し
て
の
も
の
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
な
ら
「
賞
心
客
」
は
霊
運
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
詩
に
は
、
前
六
句
に
お
い
て
『
荘
子
・
人
間
世
』
に
出
て
く
る
不
具
者
の
「
支
離
疏」、『易・繋辞伝』の「語黙」、『荘子・田子方』の「得喪」などの語
を
用
い
て
山
水
に
生
を
養
う
願
い
を
述
べ
て
お
り
、
謝
眺
と
道
家
、
易
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
詩
で
あ
る
。
「
賞
心
」
に
つ
い
て
謝
眺
の
詩
の
用
例
を
いくつか挙げておこう。
①
箪
塵
自
弦
隔
賞
心
於
此
遇
錐
無
玄
豹
姿
終
隠
南
山
霧
（『之宣城郡出新林浦向板橋』）
②
朝
光
映
紅
蕾
微
風
吹
好
音
〔
四
〕
快
楽
主
義
の
復
活
前
節
に
お
い
て
謝
霊
運
と
謝
眺
の
自
然
観
の
中
心
と
し
て
見
て
き
た
。
淵
明
か
ら
謝
眺
の
時
期
に
は
あ
ま
り
快
楽
主
義
的
な
思
想
は
表
面
的
に
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
晋
か
ら
劉
宋
へ
の
移
行
と
い
う
戦
乱
の
緊
張
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
淵
明
に
よ
り
自
然
に
対
す
る
観
察
が
よ
り
思
索
的
に
深
化
し
た
た
め
に
、
詩
人
達
の
興
味
、
関
心
が
よ
り
哲
学
的
に
な
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
テ
ー
マ
と
す
る
快
楽
主
義
の
系
譜
か
ら
は
外
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
快
楽
主
義
が
表
わ
れ
て
こ
な
い
要
因
が
こ
う
い
う
点
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
のである。
さ
て
こ
の
よ
う
な
自
然
観
を
経
て
早
く
も
謝
眺
に
は
現
実
の
豪
華
さ
を
主
題
と
し
た
詩
が
少
な
い
例
な
が
ら
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
『
直
中
書
道』がそれである。
紫
殿
粛
陰
陰
形
庭
赫
弘
敞
江
睡
得
清
賞
山
際
果
幽
尋
（『和何議曹郊遊』）
③
朋
情
似
鯵
陶
春
物
方
飴
尋
安
得
凌
風
翰
柳
窓
山
水
賞
（『直中書省』）
②③に見られる「得清賞」、「窓山水賞」という語は直接「賞心」と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
結
局
は
「
賞
心
」
に
基
ず
く
表
現
で
あ
る
。
こ
の
「
賞
心
」
は
謝
眺
だ
け
で
な
く
当
時
の
任
防
や
沈
約
、
藷
綱
の
詩
に
も
そ
の
用
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
当
時
に
あ
っ
て
普
遍
的
な
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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風
動
万
年
枝
日
華
承
露
掌
玲
瀧
結
綺
銭
深
沈
映
朱
網
紅
薬
当
階
翻
蒼
苔
依
瑚
上
弦
言
翔
鳳
池
鳴
侃
多
情
響
信
美
非
吾
室
中
園
思
堰
仰
朋
情
似
鯵
陶
春
物
方
飴
蕩
安
得
凌
雲
翰
耶
窓
山
泉
賞
こ
の
詩
は
結
句
に
「
柳
窓
山
泉
賞
」
と
あ
る
よ
う
に
故
郷
に
帰
る
願
望
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
謝
眺
の
自
然
詩
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
確
か
に、「風動」「日華」、「紅葉」「紅薬」「蒼苔」のように自然の美を詠み
込
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
も
一
篇
の
主
題
は
中
書
省
の
奇
麗
な
風
景
を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
「
辞
人
の
賦
」
の
よ
う
な
珍
獣
奇
物
を
羅
列
す
る
よ
う
な
豪
華
さ
は
見
ら
れ
な
い
が
、
細
や
か
な
描
写
に
よ
っ
て
中
書
省
の
美
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
描
写
と
女
性
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
後
の
宮
体
詩
が
形
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
謝
眺
に
は
明
確
に
意
識
さ
れ
た
宮
体
詩
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
傾
向
は
謝
眺
よ
り
や
や
先
輩
の
沈
約
の
詩
の
方
が
か
え
っ
て
強
く
見
ら
れ
る
。
沈
約
の
『
雑
詠
』
五
首
の
中
の
『
詠
桃
』
を
見
て
み
よ
う
。
風
来
吹
葉
動
風
去
畏
花
傷
紅
英
已
照
灼
況
復
含
日
光
歌
童
暗
理
曲
遊
女
夜
縫
裳
記
減
当
春
涙
能
断
恩
人
腸
こ
れ
は
離
れ
た
夫
を
思
う
妻
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
女
の
目
を
通
し
て
桃
の
花
の
美
し
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
特
色
は
桃
を
通
し
て
の
自
然
の
美
し
さ
と
女
の
気
持
ち
が
半
分
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
宮
体詩の一種と見てよい。沈約にはまた自然が全く現れず、女性だけを
詠んだ詩がある。
夜
間
長
歎
息
知
君
心
有
憶
果
自
間
闘
開
魂
交
韻
容
色
既
薦
巫
山
枕
又
奉
斉
眉
食
立
望
復
横
陳
忽
覚
非
在
側
那
意
神
傷
者
漏
援
涙
露
臆
『夢見美人』という題名の示す通り、夢に見た美人を憶う気持で詩
の全篇が貫かれている。宮体詩そのものであり、沈約をはじめ簡文帝
な
ど
の
女
性
を
詠
ん
だ
詩
は
『
玉
台
新
詠
』
中
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
さて以上謝眺の自然
詩から
宮
体詩に
至るまでか
なり詳しく
考証を加
え
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
謝
霊
運
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
山
水
詩
が
謝
眺
以
下
に
な
る
と
そ
の
自
然
描
写
が
細
か
く
な
り
、
そ
の
細
か
な
自
然
を
見
る
目
で
女
性
の
美
を追求しようとしたことであり、その女性美の追求は形を変えた快楽
主
義
の
復
活
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
快
楽
主
義
は
道
家
の”自然“”精神の解放“を肉体にまで及ぼし、本能に順うことが自
然と解釈する特殊な道家思想の理解にあるが、斉梁期以後の女性美の
追
求
は
道
家
の
自
然
な
ど
と
は
無
関
係
に
哲
学
的
理
論
な
く
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
の
欲
望
の
大
き
な
も
の
と
し
て
〃
色
“
、
女
性
を
好
むというものがあり、それを追求するのが宮体詩であるとすれば、結
果として快楽主義の復活ということになる。簡文帝の詩に見られるよ
う
な
女
性
の
姿
態
の
描
写
、
衣
装
、
調
度
品
の
細
微
な
描
写
は
快
楽
主
義
へ
の
憧
れ
で
も
あ
る
。
快
楽
を
求
め
る
の
が
人
間
の
本
能
で
あ
る
限
り
、
快
楽
主
義
は
時
代の政治、倫理によって影を潜めることはあるが、決して断えること
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結
語
に
代
え
て
以
上
の
よ
う
に
魏
晋
六
朝
期
に
お
け
る
道
家
思
想
と
文
学
の
関
係
は
複
雑
な
要
素が絡み合って形成されたものである。最も大きな影響は中国の文化
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
よ
う
に
儒
教
と
の
拮
抗
で
あ
る
。
政
治
基
盤
が
安
定
し
儒
教
が
権
威
を
持
つ
時
代
に
は
影
を
潜
め
る
。
し
か
し
道
家
思
想
が
消
滅
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
種
々
の
形
態
を
取
り
な
が
ら
そ
の
命
脈
を
つ
な
い
で
来
た
。
そ
し
て
政
治
的
動
乱
等
の
影
響
と
儒
教
内
部
の
弱
体
化
に
よ
り
儒
教
が
統
治
原
理
と
し
て
の
権
威
を
失
な
う
と
と
も
に
、
道
家
思
想
が
再
び
拾
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
儒
教
は
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
政
治
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
る
時
は
欺
臓
の
体
制
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
に
、
あ
る
時
は
そ
の
根
本
理
想
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
中
国
社
会
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
儒
教
と
儒
教
の
間
隙
を
ぬ
う
形
で
息
づ
い
て
き
た
道
家
思
想
と
の
反
復
の
中
に
道
家
の
発
展
が
あ
る
。
そ
の
発
展
は
儒
教
と
道
家
の
相
互
交
流
の
中
で
お
互
い
に
そ
の
理
論
性
を
高
め
て
行
っ
た
。
儒
教
の
側
で
も
王
弼
や
何
晏
の
よ
う
に
道
家
的
な
〃無“の思想によって儒教の経典を解釈するようになる。後漢末から
魏
晋
に
か
け
て
は
儒
教
そ
の
も
の
も
変
化
し
て
く
る
。
そ
れ
は
後
漢
末
の
党
銅
の
変
で
官
僚
の
身
分
を
追
わ
れ
た
名
士
は
儒
教
道
徳
を
固
守
す
る
た
め
に
は
引
退
す
る
以
外
に
方
法
は
な
く
、
故
郷
の
豪
族
と
な
っ
て
隠
棲
し
た
。
魏
晋
に
至
る
と
一
応
表
面
的
で
は
あ
れ
、
時
の
政
権
が
儒
学
を
尊
び
、
礼
に
よ
っ
て
秩
序
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
再
び
朝
廷
に
仕
え
儒
教
の
道
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
名
士
も
出
て
き
た
。
｜
度
退
い
た
豪
族
が
再
び
朝
廷
に
仕
え
る
と
い
う
こ
な
く
文
学
に
も
息
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
本
に
は
揚
朱
以
来
の
考
え
方とそれを理論ずける道家思想があったと思われるのである。
と
は
、
豪
族
と
国
家
権
力
の
妥
協
で
あ
り
、
そ
の
儒
教
も
老
荘
と
関
連
を
持
っ
た
変
化
し
た
儒
教
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
｜
方
で
は
朝
廷
に
仕
え
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
拒
み
、
野
に
下
っ
て
政
治
に
関
わ
ら
ず
儒
教
を
尊
ぶ
逸
民
も
ま
た
多
く
な
っ
た
。
逸
民
は
後
漢
末
か
ら
そ
の
風
が
盛
ん
に
な
る
が
、
彼
ら
は
濁
っ
た
世
に
背
を
向
け
、
政
治
と
は
無
関
係
な
超
族
的
な
清
談
を
好
ん
だ
。
そ
の
代
表
者
が
竹
林
の
七
賢
で
あ
る
。
彼
ら
の
老
荘
的
思
想
も
、
も
と
は
と
い
え
ば
儒
学
か
ら
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
は
魏
晋
南
北
朝
を
適
し
て
常
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
儒
学
と
の
拮
抗
こ
そ
が
道
家
思
想
発
展
の
最
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
道
家
思
想
発
展
の
第
二
の
要
因
は
道
家
思
想
そ
の
も
の
の
思
弁
化
、
深
化
で
あ
る
。
老
荘
思
想
は
本
来
的
に
形
而
上
的
哲
理
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
『
老
子
』
『荘子』においては充分に論理化されたものではなかった。『老子』
は
偲
諺
的
な
短
句
に
よ
る
暗
示
的
な
内
容
で
あ
り
、
『
荘
子
』
は
恵
施
と
の
関
係
か
ら
か
な
り
論
理
的
な
も
の
を
含
む
け
れ
ど
も
、
寓
言
的
内
容
に
よ
っ
て
超
脱
の
論
理
を
説
明
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
魏
晋
に
至
っ
て
儒
学
の
『
易
』
等
の
交
流
に
よ
り
、
老
荘
思
想
が
さ
ら
に
思
弁
的
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
哲
学
命
題
と
し
て
〃
有
無
の
問
題
“
、
”
言
意
の
問
題
“
等
が
追
求
す
べ
き
大
き
な
命
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
家
思
想
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
儒
教
も
ま
た
こ
れ
ら
の
命
題
と
と
も
に
深
化
さ
れ
変
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
道
家
の
思
弁
化
が
こ
の
時
期
に
道
家
思
想
の
発
展
を
支
え
た
二
つ
目
の
要
因
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
二
つ
の
要
因
と
は
別
に
道
家
思
想
の
特
殊
な
理
解
に
よ
る
思
想
が
、
儒
教
の
衰
退
と
と
も
に
表
わ
れ
た
り
消
え
た
り
す
る
。
そ
れ
が
本
論
で
取
り
上
げ
た
現
実
快
楽
主
義
の
主
張
で
あ
る
。
現
実
快
楽
の
思
想
は
そ
れ
が
人
間
の
本
能
で
あ
る
限
り
、
儒
家
や
道
家
と
は
関
係
な
く
い
つ
の
時
代
に
も
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現
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
快
楽
主
義
の
主
張
は
老
荘
の
い
う
自
然
を
人
間の惰性に順うことと解釈し理論ずけたのである。精神的解放を求め
る
道
家
思
想
本
来
の
考
え
方
を
肉
体
的
解
放
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
老
荘
の
特
殊
な
理
解
の
方
法
で
あ
り
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
快
楽
主
義
を
理
論
ず
け
る
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
風
潮
は
漢
代
か
ら
魏
晋
南
北
朝
に
か
け
て
無
視
で
き
な
い
思
想
勢
力
と
し
て
時
に
大
き
く
、
時
に
影
を
潜
め
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
お
り
、
文
学
に
も
そ
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
は
前
の
二
つ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
漢
初
か
ら
魏
晋
六
朝
期
に
お
け
る
快
楽
主
義
に
つ
い
て
、
そ
の
盛
衰
を
詩
を
中
心
と
し
て
系
譜
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
快
楽
主
義
の
系
譜
が
魏
晋
南
北
朝
期
の
道
家
思
想
と
文
学
の
関
わ
り
を
探
る
上
で
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
である。
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